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Ⅳ 地域別構想 
下田周辺地区のまちづくり 
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図 下田周辺地区のまちづくり方針図 

 

・ＪＲ香芝駅の橋上化と自由通路の確保

及びバリアフリー化 

●農業の振興と地域コミ

ュニティの活性化を図
るべき地区 

・田園景観の保全と農地の

保全

●低層住宅地におけるゆ

とりある住環境の維持
を図るべき地区 

●都市活力の創出を図る
べき地区 

・国道における歩道の確保 
・今池親水公園を核とした

歩行空間のネットワー
クの形成 

・地区計画制度等を活用し
た商業施設等の誘導 

●特に住環境改善の必要
性が高い地区 

・老朽木造建築物の改善 

・国道１６５号、１６８号におけ
る歩道の確保

●良好な住環境の維持・向
上を図るべき地区 

・幅広い世代が居住できる

環境づくり

●歴史性を活かした中心市街地の
再生を図るべき地区 

・老朽木造建築物の改善 
・歴史的市街地景観の保全 
・重点的な緑化の推進 
・バリアフリーのまちづくりの推進 
・耐震性貯水槽の保全管理 
・都市拠点と一体となった歩行空間
のネットワーク化 

●円滑な道路ネットワークの確保 
・シンボルロード沿道にふさわしい
沿道施設の誘導と景観の誘導 
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Ⅳ 地域別構想 
五位堂周辺地区のまちづくり 
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ることが予測されており、平成２７（２０１５）年と比較すると、年少人口率が２．９％

の減少、生産年齢人口率が５．３％の減少、老年人口率が８．３％の増加となり、少子

高齢化が大きく進展することがうかがえます。大字別でみると、別所で年少人口率の減

少、真美ケ丘で老年人口率の増加が顕著となることが予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本地区の平成２７（２０１５）年と平成４７（２０３５）年の人口ピラミッドを比較

すると、平成２７（２０１５）年では４０～４４歳の年代とその周辺、１０～１４歳の

年代とその周辺、次いで、６５～６９歳の年代とその周辺で人口が多く分布し、平成４

７（２０３５）年では、６０～６４歳の世代とその周辺、３５～３９歳の年代とその周

辺で人口が多く分布しています。現在のファミリー層が今後高齢化し、高齢者世代が増

加していくとともに、生産年齢人口も微増していくことが予測されています。 
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Ⅳ 地域別構想 
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図 五位堂周辺地区のまちづくり方針図 

 

 

●本市の表玄関口として近代的な中心市街地の
形成を図るべき地区 

・五ヶ所五位堂線の整備と併せた駅前広場（南
側）の整備 

・商業施設の集積促進 
●良好な住環境の維持・向上を図るべき

地区 
・住民の主体的な取り組みの支援 

・鉄道駅及び公園、歴史的資
源等を結ぶ歩行空間のネット

ワーク化

・近鉄五位堂駅とＪＲ五位堂駅を結
ぶ拠点連携軸の保全 

・踏切等における歩道の確保

●新たなコミュニティを図るべき
地区 

・良好な住環境の提供 
・地域コミュニティの育成 
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Ⅳ 地域別構想 
二上周辺地区のまちづくり 
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すると、年少人口率が６．９％の減少、生産年齢人口率が１．６％の増加、老年人口率

が５．３％の増加となり、少子高齢化が進展することがうかがえます。大字別でみると、

高山台で年少人口率の減少及び老年人口率の増加が顕著となることが予測されています。 
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図 二上周辺地区のまちづくり方針図 

 

 

●自然環境の保全と活用を図るべ
き地区 

・二上山周辺の自然環境の保全 
・総合公園の整備と併せたどんづ
る峯周辺の散策道の整備等 

●幹線道路における地域振興を図る
べき地区 

・幹線道路沿道にふさわしい新規企

業立地の誘導 

●地域生活拠点の充実を図る
べき地区 

・日常利便施設等の立地誘導 

●低層住宅地におけるゆとりあ

る住環境の維持・向上を図るべ
き地区 

・地区計画による良好な住環境の

形成 
・日常利便施設等の立地誘導 

●低層住宅地におけるゆとりあ
る住環境の維持を図るべき地

区 

・穴虫田尻線の整備 

●地域生活拠点の充実を図る
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●都市活力の創出を図るべき
地区 

・地区計画制度等を活用した

商業施設等の誘導 

●特に住環境改善の必要性が高い地区 
・老朽木造建築物の改善 

●農業の振興を図るべ
き地区 

・農地の保全と田園景

観の保全 

・バリアフリーのまちづ
くりの推進
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図 二上周辺地区のまちづくり方針図 
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